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電灯光と逆比 

 

図１のように３つの小さな玉を１ｍおきに取り付けた棒を用意します。街灯の近くにこの棒を地面にまっ

すぐに立て，地面にできる玉の影を観察します。小さな玉，玉の影，電灯の光る部分の大きさは考えません。 

 

（１）図２のように街灯アの近くに棒を立てたところ，玉ＢとＣの影の間の距離と，玉ＡとＢの影の間の距

離の比が１５：１９になりました。街灯アの高さを求めなさい。 

 

 

（２）図３のように街灯イの近くに，街灯イから一直線上に棒を２.４ｍ離して２本立てたところ，玉Ｄと

Ｉの影の間の距離が１.６５ｍになり，玉ＤとＥの影の間の距離と玉ＨとＩの影の間の距離の比が３：

４になりました。 

  ① 街灯の立っている所から玉Ｉの影までの距離は何ｍですか。 

  ② さらに，玉ＦとＧの影の間の距離が４.２９ｍで，玉ＥとＦの影の間の距離と玉ＧとＨの影の間の

距離の比が１２：２５であることもわかりました。街灯イの高さを求めなさい。 

 

 

図１   図２              図３ 
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電灯光と逆比（１）１０.５ｍ （２）①６.６ｍ ②１１ｍ 

 

（１）図４のようにＢとＣを通って地面に平行な線（正確には地面と平行で，のばすと街灯と交わる線）を

引き，光源Ｌとそれぞれの玉を結ぶ線と交わる点をＤ，Ｅ，Ｆとします。このとき，ＣＥ：ＥＦ＝１５：

１９となります。また，ＢＤの長さはＣＦの長さの半分ですから，ＣＥ：ＢＤ＝１５：（１５＋１９）

÷２＝１５：１７となります。よって，三角形ＢＣＥと三角形ＡＢＤは，高さが等しいときに底辺の長

さの比が１５：１７となります。 

   図５において，Ｂを通って地面と平行な線と街灯の交わる点をＧとすると，三角形ＢＣＥとＬＧＢは

相似です。また，図６においてＣを通って地面と平行な線と街灯の交わる点をＨとすると，三角形ＡＢ

ＤとＬＨＡは相似です。 

 

図４           図５           図６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＧＢとＨＡの長さは等しいので，ＧＬとＨＬの長さの比は１５：１７の逆比の１７：１５となります。 

 

理由 高さが１で底辺の長さが⑮と⑰の２つの三角形があると考えます。底辺が⑰の三角形       

と相似で底辺が⑮の三角形は，１７：１５の相似比によって高さが
１５

１７
になるので， 

高さの比は１：
１５

１７
＝１７：１５となります。 

 

 

 

 

ＧＨ＝１ｍが比の差の１７－１５＝２にあたりますから，ＬＧの長さは１×
１７

２
＝８.５（ｍ）です。

点Ｇは地面から２ｍの高さにありますから，街灯の高さは８.５＋２＝１０.５（ｍ）です。  
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（２） 

① 図７においてウとエの長さの比は３：４です。ここで，ＥＨが地面と平行であることから，影をつけ

た三角形ＤＥＪとＨＩＫに注目します。ＥＪとＫＨの長さの比はウ：エに等しく３：４となります。ま

た，ＤＥ＝ＨＩ＝１ｍですから，高さが等しいときに三角形ＤＥＪに相似な三角形と三角形ＨＩＫに相

似な三角形の底辺の長さの比は３：４となります。 

   図８のように街灯が立っている地点をＭ，Ｄの影をＮ，Ｉの影をＯとすると，三角形ＬＭＮは三角形

ＤＥＪと相似になり，三角形ＬＭＯは三角形ＨＩＫと相似になります。三角形ＬＭＮとＬＭＯは高さＬ

Ｍが等しいので，ＭＮ：ＭＯ＝３：４です。比の差の４－３＝１が１.６５ｍですから，ＭＯの長さは

１.６５×
４

１
＝６.６（ｍ）です。 

 

図７                    図８ 
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 ② まずは①と同様に考えます。図９においてオとカの長さの比は１２：２５です。ＥＨが地面と平行

であることから，影をつけた三角形ＥＦＰとＧＨＱに注目します。ＰＥとＨＱの長さの比はオ：カに等

しく１２：２５となります。また，ＥＦ＝ＧＨ＝１ｍですから，高さが等しいときに三角形ＥＦＰに相

似な三角形と三角形ＧＨＱに相似な三角形の底辺の長さの比は１２：２５となります。 

   図１０のようにＦの影をＲ，Ｇの影をＳとすると，三角形ＬＭＲは三角形ＥＦＰと相似になり，三角

形ＬＭＳは三角形ＧＨＱと相似になります。三角形ＬＭＲとＬＭＳは高さＬＭが等しいので，ＭＲ：Ｍ

Ｓ＝１２：２５です。比の差の２５－１２＝１３が４.２９ｍですから，ＭＲの長さは４.２９×
１２

１３
＝

３.９６（ｍ）です。 

 

図９                    図１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＭＲ＝３.９６ｍ，ＭＯ＝６.６ｍであることから，図１１のよ

うにＲＯ＝６.６－３.９６＝２.６４（ｍ）になります。ここで，

三角形ＬＦＩと三角形ＬＲＯの相似に注目をします。相似比はＦ

Ｉ：ＲＯ＝２.４：２.６４＝１０：１１より１０：１１ですから，

三角形ＬＦＩとＬＲＯの高さの比も１１：１０になります。比の

差の１１－１０＝１が１ｍにあたりますから，三角形ＬＲＯの高

さは１１ｍです。三角形ＬＲＯの高さは街灯イの高さに他ならな

いので，街灯イの高さは１１ｍです。 
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